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交通事故死者数５,０００人以下を
めざして

2008年 3月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ420号

平成19年中の交通事故死者数は、5,744人と、昭和28年以来、実に54年ぶりに5千人台となり、第8次交通安全
基本計画の抑止目標である5,500人以下、更に平成24年までの政府目標である5,000人以下の達成にも大きく近づ
いた。官民を挙げた取組みの目覚ましい成果であるが、これから更に死亡事故を減らしていくためには課題もあ
る。「世界一安全な道路交通」を目指す我が国の取組みはまだまだ続く。平成19年の交通事故の傾向をふまえ、今
後どのような対策が必要となるのか。すでに始まっている対策の事例や識者の提言を紹介するとともに、警察庁
交通局交通企画課 早川治 交通安全企画官に世界一安全な道路交通の実現に向けてのお話を伺った。

特集：交通事故のない社会へ――平成１９年の交通事故の傾向から対策を考える
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平
成
19
年
は
交
通
事
故
死
者
数
に

占
め
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

が
約
47
％
と
な
っ
た
。
交
通
事
故
死

者
数
を
さ
ら
に
減
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
高
齢
者
へ
の
対
策
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
事
例
と
し
て
、
高
知

県
と
栃
木
県
で
実
施
さ
れ
て
い
る
高

齢
者
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
取

組
み
を
紹
介
す
る
。

平
成
22
年
ま
で
に
高
齢
者
の
交
通

事
故
死
者
数
を
20
人
以
下
（
平
成
19

年
は
34
人
）
に
す
る
と
い
う
目
標
を

掲
げ
、
特
に
高
齢
歩
行
者
の
事
故
防

止
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
高

知
県
警
察
本
部
で
あ
る
。
そ
の
背
景

に
は
高
齢
者
の
人
口
に
占
め
る
割
合

が
26
・
９
％
と
、
全
国
で
第
３
位
の

高
齢
化
に
あ
る
。
高
知
県
で
は
、
平

成
10
年
に
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
数
が
急
増
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
対
策
と

し
て
戸
別
訪
問
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
を
実
施
し
て

き
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
高
知
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通

企
画
課
高
齢
者
交
通
安
全
対
策
官
の
中
屋
孝
俊
さ
ん

は
、「
高
齢
者
の
死
者
の
半
数
以
上
が
歩
行
者
で
、

そ
の
多
く
が
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
し

た
。
つ
ま
り
、
交
通
安
全
教
育
を
受
け
る
機
会
が
少

な
い
方
々
な
の
で
、
出
前
式
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
交

通
安
全
教
育
が
最
適
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で

す
」
と
い
う
。
平
成
11
年
よ
り
、
高
齢
者
の
家
庭
を

訪
問
し
て
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
う
「
高
齢
者
交
通

安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
以
下
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
制

度
を
導
入
し
、
そ
の
担
当
と
し
て
非
常
勤
職
員
（
女

性
）
を
採
用
。
最
初
は
３
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
２

年
後
に
は
県
内
の
警
察
署
に
各
１
名
ず
つ
計
16
名
を

配
置
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
高
齢
者
と
対
話
し
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
生
活
実
態
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
う
。

「
高
齢
者
の
方
は
一
度
訪
問
し
て
指
導
し
て
も
、
し

ば
ら
く
す
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一
度
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
繰
り
返
し

訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
16
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
定
期
的
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
啓
発
内
容
を
ま
と
め
た

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
配
布
す
る
な
ど
、
各
自
で
そ
の

グラフ 1：交通事故発生件数・死者数・負傷者数等の推移 （ 昭和 28年～平成 19年 ） 
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※注：昭和 46年までは沖縄県を含まないほか 、 計上方法が途中で変更された統計がある 。 
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高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

対
話
し
な
が
ら
啓
発
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免
許
保
有
者
数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
19
年
の
栃
木
県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
、
負

傷
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
15
・
８
％
、
９
・
２
％
減
少

し
、
高
齢
者
も
死
者
数
は
15
・
３
％
減
少
し
た
。

し
か
し
、
負
傷
者
数
で
は
１
・
２
％
の
減
少
に
と

ど
ま
っ
た
。
そ
の
な
か
で
四
輪
乗
車
中
を
見
る
と
、

死
者
数
は
33
・
３
％
、
負
傷
者
数
は
１
・
８
％
と

増
加
し
て
い
る
。
年
々
増
え
る
高
齢
運
転
者
に
よ

る
事
故
が
な
か
な
か
減
ら
な
い
状
況
を
懸
念
し
た

栃
木
県
が
市
町
村
と
の
共
催
で
、
平
成
19
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
高
齢
運
転
者
交
通
安
全

普
及
事
業
で
あ
る
。

高
齢
運
転
者
に
対
し
参
加
体
験
型
の
講
習
会
を

行
い
、
加
齢
に
よ
る
運
動
神
経
な
ど
の
身
体
能
力

の
衰
え
を
実
感
し
て
、
自
ら
の
運
転
の
限
界
、
危

険
性
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防

止
を
図
る
一
方
、
状
況
に
よ
っ
て
は
運
転
を
差
し

控
え
、
さ
ら
に
は
免
許
の
返
納
を
促
す
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
る
。
昨
年
は
、
県
北
、
県
南
、
県
央

の
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

１
回
ず
つ
実
施
し
た
。
参
加
者
は
市
町
村
が
老
人

ク
ラ
ブ
な
ど
に
呼
び
か
け
て
募
集
。
参
加
者
は
各

ブ
ロ
ッ
ク
で
60
〜
70
名
。
全
体
で
約
２
０
０
名
が

参
加
し
、
う
ち
３
分
の
１
が
76
歳
以
上
だ
っ
た
。

講
習
会
は
自
動
車
教
習
所
を
講
習
会
場
と
し
、

高
齢
者
が
運
転
し
、
助
手
席
に
教
習
所
の
指
導
員

が
座
っ
て
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
す
る
。
午
後
１

時
10
分
に
開
会
、
４
時
30
分
閉
会
の
半
日
コ
ー
ス

た
だ
き
、
そ
の
家
庭
を
優
先
し
て
訪
問
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
時
、
高
齢
者
に
渡
す
ツ
ー
ル
は
、
う
ち

わ
と
反
射
材
で
す
。
う
ち
わ
の
片
面
に
は
、
道
路

を
横
断
す
る
時
に
注
意
し
て
ほ
し
い
『
ま
み
む
め

も
運
動
』
の
標
語
。
反
対
の
片
面
に
は
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
て
、
高
齢
者
の
道
路
横
断
中
の
事
故
は
道

路
手
前
の
車
線
よ
り
も
、
向
こ
う
の
車
線
で
横
断

が
終
了
す
る
間
際
が
多
い
と
い
う
内
容
を
掲
載
し

ま
し
た
（
写
真
左
参
照
）」。

訪
問
す
る
の
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
警
察
官
だ
け

地
域
に
合
わ
せ
た
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
ま
す
」
と
中
屋
さ
ん
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
全
員

で
年
間
に
県
内
の
高
齢
者
約
21
万
人
の
１
割
強
に

当
た
る
高
齢
者
を
訪
問
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
戸
別
訪
問
だ
け
で
な

く
、
高
齢
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
を
と
り
、
高
齢
者

が
多
く
集
ま
る
日
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
出
張
し
て

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

一
方
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
訪
問
と
は
別
に
、
昨

年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
１
日
（
９

月
25
日
）
に
高
齢
者
宅
１
万
世
帯
訪
問
指
導
を
実

施
し
た
。
中
屋
さ
ん
に
よ
る
と
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
中
、
土
佐
警
察
署
管
内
で
１
日
に

１
０
０
０
世
帯
を
訪
問
し
た
実
績
が
あ
っ
た
の

で
、
１
万
世
帯
と
い
う
目
標
を
立
て
た
そ
う
だ
。

「
訪
問
す
る
体
制
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
含
め
、
警

察
官
、
自
治
体
の
職
員
、
交
通
安
全
関
係
団
体
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
総
勢
１
７
４
３
人
。
高

齢
歩
行
者
の
死
亡
事
故
は
幹
線
道
路
で
起
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
各
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
か
ら
も
国
道
や
主
要
県
道
の
５
０
０
ｍ
範

囲
内
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
の
情
報
を
教
え
て
い

で
は
な
く
、
い
わ
ば
専
門
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

自
治
体
職
員
で
あ
り
、
時
間
も
通
常
の
訪
問
の
よ

う
に
と
れ
な
い
の
で
、
と
に
か
く
、
高
齢
者
に
伝

え
る
ポ
イ
ン
ト
を
「
ま
み
む
め
も
」
と
し
て
覚
え

て
も
ら
う
こ
と
に
絞
っ
た
と
い
う
。

反
射
材
は
、
高
齢
歩
行
者
の
事
故
が
午
後
６
時

か
ら
８
時
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
効
果
を

説
明
し
て
渡
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
反
射
材
は
以

前
か
ら
も
配
布
し
て
お
り
、
な
か
な
か
身
に
つ
け

て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
課
題
だ
と
い
う
。

高
知
県
で
は
、
毎
月
15
日
を
高
齢
者
交
通
安
全

の
日
と
定
め
て
、
各
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

戸
別
訪
問
を
お
願
い
し
て
い
る
。
昨
年
の
１
万
世

帯
訪
問
指
導
は
こ
う
し
た
地
域
に
広
が
る
支
援
体

制
が
あ
っ
た
か
ら
で
き
た
と
中
屋
さ
ん
は
い
う
。

「
１
万
世
帯
訪
問
指
導
を
契
機
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
も
訪
問
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
今
ま
で
以

上
に
交
通
安
全
教
育
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
波
及
効
果
も
生
み

出
し
て
い
る
の
で
、
今
年
の
秋
も
実
施
す
る
予
定

で
す
」。

栃
木
県
は
運
転
免
許
保
有
率
が
群
馬
県
に
次
い

で
全
国
第
２
位
に
な
る
。
県
内
の
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
47
・
５
％
が
免
許
を
持
ち
、
高
齢
者
の

で
、
そ
の
間
に
停
止
距
離
と
反
応
時
間
、
飛
び
出

し
の
危
険
、
発
炎
筒
点
火
体
験
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

体
験
、
車
両
の
死
角
・
車
幅
感
覚
、
エ
ア
バ
ッ
グ

体
験
を
行
う
。
参
加
者
は
４
班
に
分
か
れ
て
、
順

番
に
体
験
し
て
い
く
。
主
催
し
た
栃
木
県
県
民
生

活
部
く
ら
し
安
全
安
心
課
の
交
通
安
全
担
当
・
生

野
幸
博
係
長
は
、
講
習
を
や
っ
て
み
て
高
齢
者
は

急
ブ
レ
ー
キ
が
踏
め
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い

う
。「
全
般
的
に
ブ
レ
ー
キ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

れ
て
い
ま
し
た
。
助
手
席
の
指
導
員
に
聞
く
と
怖

か
っ
た
、
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
と
言
い
ま
す
。
左
右
確

認
も
首
が
回
ら
な
い
の
で
、
目
だ
け
で
し
て
い
る
。

そ
の
目
も
白
内
障
な
ど
で
機
能
低
下
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
人
が
少
な
く
な
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
、

見
て
反
応
す
る
反
射
神
経
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
落

ち
て
い
ま
す
。
一
時
停
止
で
き
ち
ん
と
止
ま
れ
ず

に
ズ
ル
ズ
ル
と
い
く
。
認
知
し
て
止
ま
る
べ
き
と

こ
ろ
で
止
ま
れ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
」。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
自
分
の
運
動
神

経
は
思
っ
て
い
た
よ
り
劣
っ
て
い
た
」
と
答
え
た

の
は
92
名
。
半
数
近
く
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

「
運
転
回
数
を
減
ら
そ
う
と
思
っ
た
」
の
は
13
名
、

「
免
許
を
近
々
返
納
し
よ
う
と
思
っ
た
」
の
が
４

地
域
で
進
む
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
の
教
育

高知県警察本部が地域のボランティアの協
力を得て、昨年9月25日に実施した高齢者
宅1万世帯訪問指導。訪問した高齢者には、
手渡したうちわの表裏に書いてある内容を
アドバイスした

栃木県の高齢運転者交通安全普及事業の講習会のもよう。参加者が
20km/hで走行中、駐車車両のかげから出てくるボールに対応し、回避
する課題や、40km/hで走行して旗の合図で急制動を行い、停止距離を
確認するといった内容がカリキュラムに盛り込まれている

シートベルトコンビンサーによる衝突体験で、参加者がシートベルトの効果を確認

参
加
体
験
型
の

高
齢
運
転
者
講
習

2008年 3月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ420号

「
ま
み
む
め
も
運
動
」

ま

待
つ

「
ク
ル
マ
が
来
て
い
れ
ば
通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
つ
」

み

見
る

「
横
断
す
る
前
、
よ
く
見
て
左
右
の
安
全
確
認
」

む

無
理
を
し
な
い

「
危
険
な
近
道
よ
り
も
安
全
な
場
所
で
横
断
」

め

目
立
つ

「
夜
間
外
出
は
反
射
材
や
明
る
い
目
立
つ
服
装
で
」

も

も
う
一
度

「
道
路
中
央
で
も
う
一
度
、
左
側
を
安
全
確
認
」



3

を
し
て
い
る
前
席
乗
員
よ
り
も
明
ら
か
に
危
険
な

の
で
す
」
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
、

非
着
用
で
、
死
亡
率
と
重※

２

症
率
を
比
較
す
る
と
、

着
用
の
場
合
は
死
亡
率
、
重
症
率
と
も
に
１
・

４
％
。
非
着
用
で
は
死
亡
率
３
・
８
％
、
重
症
率

に
い
た
っ
て
は
９
・
５
％
に
上
昇
す
る
。「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
者
全
体
を
み
る
と
、
頭
と
首
に
重

症
外
傷
を
負
う
比
率
は
４
・
９
％
、
一
方
、
非
着

用
者
で
は
15
・
５
％
に
も
な
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
は
正
面
だ
け
で
な
く
側
面
か
ら
の
衝
撃
、
追

突
の
場
合
に
も
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。
現

在
ク
ル
マ
に
装
備
さ
れ
て
い
る
後
部
座
席
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
症

外
傷
を
確
実
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
が
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
は
な
か
な
か
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ど
の
よ

う
に
伝
え
る
か
。
や
は
り
、
販
売
店
な
ど
ド
ラ
イ

バ
ー
と
接
点
の
あ
る
場
所
で
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
べ
て
の
席
で
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
を
推
進
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
」。

自
分
は
安
全
運
転
し
て
い
る
か
ら
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
人
が
い
る

こ
と
に
対
し
て
、
篠
原
さ
ん
は
、
運
転
中
の
意
識

グラフ 2：飲酒運 転・ 最高速度違反による事故の構成率 
（ 指数 ） の推移 

グラフ 3：シートベルト着用者率と自動車乗車中 
致死率の推移 
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※注：シートベルト着用者率＝シートベルト着用死傷者 数 （ 自動車乗車中 ） ÷死傷者 数 （ 同 ） × 100

（ 平成 12年＝ 100） 
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[S60改正 ]
運転席 、 助手席の着用義務化 

[H19改正 ]
後部座席の着用義務化 

[H13改正 ]
飲酒運転等の罰則強化 

[H19改正 ]
飲酒運転等の罰則強化 

最高速度違反構成率 

自動車乗車中致死率 

シート ベ ル ト着用者率 

死者数 

飲酒運転構成率 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
者
率 

近年、交通事故死者数は総じて減って

おりますが、年齢層別では、若者の減少

が著しいのに対し、高齢者の死者数は高

原状態であり、平成19年は高齢者が全

体に占める割合が47％にまで増加しま

した。また状態別では、自動車乗車中の

死者は顕著に減っていますが、歩行中と

自転車乗用中の死者の減少は小幅になっ

ています。

このような減少傾向については、平成

17年以降交通事故そのものが減ってい

ること等もありますが、特に、飲酒運転

や速度違反等の悪質・危険な違反に起因

する事故の減少、シートベルトの着用者

率の向上等が大きく寄与しているものと

考えられます。

他方、高齢者の死者、歩行中・自転車

乗用中の死者の比率が高いことは欧米諸

国と比較した我が国の大きな特徴ともな

っており、これらの被害を防ぐ事故防止

対策が今後の大きな課題です。また、シ

ートベルトについては、着用率が極めて

低い後部座席を中心に、更に着用率を向

上させる必要があります。

その意味でも、後部座席シートベルト

の着用義務化や自転車の通行ルールの見

直し、高齢運転者標識（もみじマーク）

等の表示義務化等を内容とする本年の改

正道路交通法の施行は極めて重要な意味

を持つと考えていますが、これらについ

ては、何より国民の皆様にその必要性を

理解していただき、ルールを自発的に守

っていただくことが重要です。

後部座席のシートベルト着用は、事故

の際に自身の重大な被害を防ぐだけでな

く、前席乗員の被害の防止にも大きな効

果があります。また、自転車の利用者が

通行ルールを守ることにより、歩行者に

障
害
発
作
に
よ
る
事
故
の
症
例
を
あ
げ
る
。
１
９

９
５
年
７
月
か
ら
２
０
０
６
年
12
月
末
ま
で
の
デ

ー
タ
で
は
自
動
車
運
転
中
に
け
い
れ
ん
発
作
や
脳

卒
中
、
心
臓
発
作
な
ど
で
意
識
を
失
う
事
例
が
93

例
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
期
間
に
交
通
事
故
で
搬
送

さ
れ
た
自
動
車
運
転
者
の
２
・
８
％
に
あ
た
り
、
想

像
以
上
に
高
い
頻
度
で
あ
る
と
篠
原
さ
ん
は
感
じ

て
い
る
。「
い
か
に
こ
ち
ら
が
安
全
運
転
し
て
も
、

対
向
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
急
病
発
作
の
た
め
突
然

突
っ
込
ん
で
来
る
可
能
性
は
予
想
以
上
に
高
い
。

後
部
座
席
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
な
く
て
も
安
全

と
い
う
の
は
大
き
な
誤
解
で
あ
る
こ
と
、
着
用
す

る
こ
と
で
傷
害
の
度
合
い
を
確
実
に
軽
減
で
き
る

こ
と
を
、
ぜ
ひ
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
力
説
す
る
。

ク
ル
マ
に
乗
る
時
は
ど
の
席
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す
る
│
交
通
事
故
死
者
数
を
減
ら
す

た
め
に
、
私
た
ち
が
す
ぐ
に
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
対
策
の
１
つ
で
あ
る
。

交
通
事
故
の
患
者
の
事
故
と
被
害
状
況
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
有
無
な
ど
の
デ
ー
タ
を
と
り
続
け

て
き
た
。
太
田
西
ノ
内
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

は
い
わ
ゆ
る
１
次
救
急
（
軽
症
）
か
ら
３
次
救
急

（
最
重
症
）
ま
で
を
受
け
入
れ
る
病
院
で
、
幅
広

い
症
例
を
検
討
で
き
る
と
い
う
。

１
９
９
５
年
７
月
か
ら
２
０
０
７
年
12
月
ま
で

交
通
事
故
で
搬
送
さ
れ
た
患
者
は
８
９
０
１
例
。

そ
の
う
ち
四
輪
の
乗
員
で
事
故
の
詳
細
が
明
ら
か

な
症
例
は
４
７
０
３
例
。
そ
こ
か
ら
大
型
・
特
殊

車
両
の
乗
員
を
除
い
た
４
３
７
１
例
を
対
象
に
篠

原
さ
ん
は
外
傷
の
部
位
ご
と
に
比
較
調
査
し
た
。

乗
車
位
置
の
違
い
に
よ
る
重
症
度
の
違
い
を
見
る

と
、
顔
、
胸
、
腹
、
手
足
で
は
前
席
と
後
部
座
席

で
重※

１

症
外
傷
を
受
傷
す
る
率
に
有
意
差
は
な
い
も

の
の
、
頭
と
首
に
重
症
外
傷
を
負
う
比
率
は
前
席

の
７
・
９
%
に
対
し
、
後
部
座
席
は
11
・
１
％
と

大
き
な
違
い
が
出
て
い
る
。
前
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
率
が
72
・
０
％
、
後
部
座
席
が
11
・
７
％

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
篠
原
さ
ん
は
「
現
状
で
は
、

前
席
乗
員
よ
り
も
後
部
座
席
乗
員
の
方
が
頭
と
首

に
重
症
な
怪
我
を
負
う
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
後
部
座
席
だ
か
ら
と
い
っ
て
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
け
れ
ば
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

名
。
生
野
さ
ん
は
「
こ
の
講
習
会
は
気
づ
き
が
テ

ー
マ
。
そ
の
意
味
で
半
数
の
人
が
思
っ
て
い
た
よ

り
劣
っ
て
い
た
と
答
え
ま
し
た
の
で
成
果
は
あ
り

ま
し
た
」
と
い
う
。「
こ
の
体
験
を
知
人
な
ど
に

紹
介
し
よ
う
と
思
っ
た
」
人
が
１
２
７
名
と
３
分

の
２
に
達
し
た
こ
と
も
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
意

識
の
現
状
か
ら
す
る
と
評
価
で
き
る
と
語
る
。

栃
木
県
で
は
、
平
成
20
年
度
も
高
齢
運
転
者
交

通
安
全
普
及
事
業
を
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
施
す

る
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
１
０
０
名
ず
つ
計
３
０
０
人

を
目
標
と
し
て
い
る
。

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
６
月
19
日
ま

で
に
後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
化

さ
れ
る
。
栃
木
県
の
高
齢
運
転
者
講
習
会
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
（（
社
）
日
本
自
動
車
連
盟
）
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
衝
突
時
の
衝
撃
を

体
験
し
て
も
ら
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
を
実

感
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
昨
年
10
月
の
警
察
庁
と

Ｊ
Ａ
Ｆ
の
合
同
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
率
は
運
転
席
で
は
95
・
０
％
、
助
手

席
で
は
86
・
３
％
ま
で
上
が
っ
て
い
る
が
、
後
部

座
席
に
つ
い
て
は
８
・
８
％
と
１
割
に
満
た
な
い
。

「
後
部
座
席
は
安
全
と
い
う
誤
解
、
思
い
込
み

が
強
く
あ
っ
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
が
低

く
、
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
こ
う
し
た
安
全
幻
想
を
覆
す
信
頼
で
き

る
デ
ー
タ
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
語

る
の
は
、
太
田
西
ノ
内
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

（
福
島
県
郡
山
市
）
所
長
の
篠
原
一
彰
さ
ん
。
篠

原
さ
ん
は
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
交
通
事
故
の
患

者
を
診
て
、
同
じ
事
故
車
の
中
で
も
、
前
席
と
後

部
座
席
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
有
無
な
ど
で
被

害
の
程
度
に
歴
然
た
る
差
が
あ
る
こ
と
に
疑
問
を

も
ち
、
１
９
９
５
年
７
月
か
ら
搬
送
さ
れ
て
く
る

後
部
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
は
重
症
事
故
の
減
少

に
効
果
的

特集：交通事故のない社会へ――平成１９年の交通事故の傾向から対策を考える

太田西ノ内病院救命救急センター所長・
篠原一彰さん

「世界一安全な道路交通の実現」に向けて
早川 治 警察庁交通局交通企画課交通安全企画官

対する加害事故を防ぐとともに、自動車

との事故による自転車利用者自身の被害

の防止にもつながります。

このため、警察では、「自動車に乗っ

たら全員がシートベルト（またはチャイ

ルドシート）を着けること」、「自転車に

乗るときは『自転車安全利用五則』（下

記参照）を守ること」等を今から呼び掛

けていますが、是非各自治体や自動車及

び自転車の関係業界、教育現場の皆様等

に一層の御支援、御協力をいただきたい

と思いますし、自動車のドライバーの皆

さんには、歩行者や自転車の安全の優先、

高齢者や障害者が運転する車両の保護と

いった意識を強く持って運転していただ

きたいと思います。

本年の施行に続き、来年には、75歳

以上の運転者に対する認知機能検査の導

入等も予定されており、警察では、これ

ら改正道路交通法の円滑かつ適切な施行

を図ることにより自転車の安全利用対策

や高齢運転者の事故防止対策等を進める

とともに、参加・体験型を中心とした高

齢者の安全教育、生活道路等における道

路交通環境の整備、D
※3

SSS（安全運転支

援システム）の整備等、高齢者や歩行

者・自転車の事故を防止するための諸対

策を進めることとしています。

改正道路交通法の施行を契機として、

自転車や歩行者を含めた各交通主体がそ

れぞれのルールをしっかり守り、特に自

動車のドライバーが歩行者や自転車等に

対する思いやりを持った運転を行うこと

により、死亡事故は更に減少し、「世界

一安全な道路交通の実現」に大きく近づ

くものと考えています。
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※1  重症外傷＝ISS（Injury Severity Score：外傷の程度を評価する医学的指標）を用い
て解剖学的に重症と判断したもの。

※2  重症率＝ISSが20以上の外傷を負う比率。一般に集中治療室での治療を必要とする、
極めて重い状態。

※3  DSSS（安全運転支援システム）＝運転者に
周辺の交通状況等の情報を提供し事故防止等
を図るシステム。

［自転車安全利用五則］

１. 自転車は、車道が原則、歩道は例外

２. 車道は左側を通行

３. 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

４. 安全ルールを守る

＊飲酒運転・二人乗り・並進の禁止

＊夜間はライトを点灯

＊交差点での信号遵守と一時停止・

安全確認

５. 子どもはヘルメットを着用


